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抗がん剤の副作用軽減に対する

　　　　　　　　　　　　　　　　漢方方剤の 臨床効果
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【目的】抗がん剤投与に よ る副作用 は消化器症状や 腎機能障害、骨髄抑制などがあ り、し

ば しば そ の 対策に 難渋する。また 、 hydration を行な うため、水毒に よ る多彩 な症状 も多

く生 じる 。 こ うした副作用対策に漢方製剤を用い そ の 効果につ い て 検討 したの で文献的知

見を加え報告する 。

【対象と方法】抗がん剤を用い た化学療法が施行された 悪性骨軟部腫瘍患者 7例を対象と

した 。 十全大補湯は 4例で骨髄抑制防止 、 気虚に よる食思不振な どを使用 目標 とし投与 さ

れた 。 柴苓湯 は 2 例で腎毒性軽減 目的で投与され た 。 補中益気湯は 2例で腫瘍免疫向上と

水毒による消化器症状を使用 目的とした。大建中湯はオン コ ビ ン に よる麻痺性イ レ ウ スが

生 じた 1例に 対し使用 された 。 半夏白朮天麻湯 は頭重感、胃内停水 、 身体動揺感が生 じた

1例に 対し使用された 。 方剤 は い ずれ もツ ム ラ医療用エ キス顆粒を使用した。上記症例に

対 し、血液検査所見、自覚症状 、 他覚的症状をもとに個 々 の 方剤 の 効果を検討 した 。

【結果】十全大補湯の 4例で は 、 骨髄抑制の改善が認め られた例はなか っ たが 、 食思不振

が軽減され た の が 2例で あ っ た 。 柴苓湯の 2例に関 して 、 MTX に よ る腎障害が生 じた例

では、次回か らの シ ス プラチ ン を中心 とした コ ー
ス で 尿量確保が可能となり、 また BUN、

Creaなどの 指標 の 改善 も認め られた。ネ フ ロ ーゼ症候群の 既往が あ っ た例で は IFOS
、 カル

ボプラチ ンを使用 し、化学療法に よ る腎障害は認め られなか っ たが、治療前より持続する

蛋 白尿は変化が 認め られ なか っ た 。 オ ン コ ビ ン （1．　4mg／ 1  ノ 日）を使用 し麻痺性イ レ ウ ス

を生 じた例で 大建中湯を 2週投与したが著変 は認め られなか っ た 。 補中益気湯の 2例で は

化学療法篌食欲低下が軽度にな っ た 1例と 、 しゃ っ くり、胃内停水な どの 水毒症状の緩和

が得 られた 1例で あ っ た 。 半夏白朮天麻湯の 1例は投与後 3 日で 症状す べ て の 軽快が 認め

られた 。

【考察】抗がん剤の 治療は副作用を生 じる場合が多 く、 また症状が 多彩で そ の ため に 西洋

薬が 重複 して 投与され る こ とが あ り、患者の 精神的負担も大きい
。 漢方薬は多彩な症状を

1剤で カバ ー出来 うる薬剤 であ り、 患者 自身 も漢方薬なら進ん で服用するケ
ー

ス も見受け

られる 。 治療俵も持続的に 投与す る こ とで 、 補中益気湯や十全大補湯 は腫瘍免疫学的に も

効果があると考え られてお り、われわれは積極的に使用 して い る 。

65

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


